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序
　尼崎学園古墳群の所在する道場町は、数多くの文化財が知られた地域です。昭和初

期に、当地域の古墳から発見されと伝えられる須恵器は、現在も塩田八幡社に大切に

保管されています。また１９７０年代から開始された圃場整備事業に伴なう埋蔵文化財発

掘事業では、地元の理解と協力の下に多くの調査成果が得られました。

　このように文化財に対する深い理解と高い関心を持つ地元の方々からの要望を受け、

教育委員会文化財課は、毎年、道場町の神戸市立農村環境改善センターで開催される

文化祭に、出張展示をさせていただいています。

　また２０００年から南所古墳では、地元の理解と協力を得て大手前大学によって発掘調

査が行われました。さらに２００７年には塩田北山東古墳で、全国的にも希少な三角縁仏

獣鏡が発見され、全国的にも大きな話題となりました。

　このように文化財を大切にし、伝え、活かそうとする地域で、今回尼崎学園園舎改

築に伴なう発掘調査を実施しました。この調査成果を公表するために本書を作成いた

しました。当報告書が地域の歴史を知るための一資料として活用されることを希望い

たします。

　この報告書を刊行するにあたり、現地調査及び報告書作成作業に、ご理解ご協力い

ただいた尼崎市及び尼崎市社会福祉事業団尼崎学園をはじめ関係諸機関ならびに関係

各位にたいしまして厚く感謝いたします。

2014年 3 月31日
神戸市教育委員会
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１．本書は、神戸市北区道場町塩田3083番地で実施した学園建設に伴なう発掘調査の報告書である。
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第 １章　調査に至る経過
１．はじめに
　尼崎学園古墳群 １が、古墳として地名表１）に登載されるのは１９５６（昭和３１）年である。この
地名表には、古墳は ３基と記録されている。この地名表以前には、１９２９（昭和 ４）年編纂の「有
馬郡誌」２）に生野周辺には「古墳群頗る多く」と記載がある。直接的な記述ではないが、現状
で知られる最も古い記録ではないかと思われる。また「唐崎城址」と城址としても記載がある。
　この後、文化財保護のため、遺跡が埋蔵文化財として周知されるように、全国的に分布調査
と登載作業が１９６０（昭和３５）年以降開始された３）。同調査作業の結果、１９７３（昭和４８）年に神
戸市教育委員会から、分布地図及び地名表４）として発行される。分布地図には尼崎学園古墳
群は、 ６基からなる古墳群で、 ４号墳石室に「たなあり」という調査結果が記載された。
　さて尼崎学園は、当初戦災孤児等を保護する施設として、１９４６（昭和２１）年に尼崎市によっ
て開設された５）。尼崎学園の所在する北区道場町塩田は、神戸市と三田市の市境に近接し、武
庫川の流れを望む自然に恵まれた環境のなかにある。
　現在の建物は、鉄筋コンクリート ２階建て（１９７２年完成）である。施設の老朽化もあり、設
備の充実と現代社会の様々な要求に対応するために、施設を既存建物の南側に新築する計画と
なった。
２．歴史的環境
　当報告遺跡の位置は、神戸市域の北東端にあたり、神戸市と三田市の市境に近接する箇所で
ある。武庫川と有馬川の合流地点のすぐ南西で、南から伸びる丘陵の先端部分にあたり、標高
は１５７ｍ前後である。北側の三田盆地には、三田市街地がひろがる。市境となる東西方向の八
景丘陵をはさんで南側で、長尾川、八多川、有野川、有馬川が合流し、道場、塩田の耕作地が

唐崎城跡・尼崎学園古墳群

三田市

第 １ 図　唐崎城跡・尼崎学園古墳群　調査地位置図
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ひろがる。河川の合流する箇所で古来より交通の要衝である。
　上記のような調査地周辺の歴史的環境について、以下略述する。調査地周辺における旧石器
時代から縄文時代にかけての遺跡数は非常に少ない。現状で最も古い時代に位置づけられる遺
跡としては、サヌカイト製翼状剥片が採取された三田市天神遺跡４０があげられる。続く縄文時
代早期から前期頃の遺跡として遺構からの出土ではないが、北神ＮＴ№ ９地点遺跡２１では有茎
尖頭器、宅原遺跡豊浦地区２５では有茎尖頭器や石匙、石鏃の出土遺物が知られている。
　次に縄文時代の遺跡を追うと宅原遺跡内垣地区では、後期中津式土器の出土が知られている。
対中遺跡３６では、縄文時代晩期長原式が出土しており、塩田遺跡 ７では同時期の石鏃等が出土
している。他に小坂遺跡１４でも石鏃等が出土している。
　次にこの地域に稲作文化が展開し始めた時期の遺跡として、前述の対中遺跡があげられる。
ここでは、弥生時代前期溝状遺構から晩期縄文土器と前期弥生土器が出土している。また前期
と考えられる水田も検出されている。
　中期には、この周辺での遺跡数が増加する。中期前葉に属する遺跡として武庫川左岸三輪餅
田遺跡３５があげられる。「塩田石」製石包丁未製品が多く出土しており、石包丁製作に関わる
集落址とも考えられる。時期はやや下り、同様に「塩田石」製石包丁未製品が出土し、石包丁
製作に関わる遺跡として塩田遺跡、古城遺跡・三田城跡３９、天神遺跡などがあげられる６）。ま
た古城遺跡・三田城跡、天神遺跡では、方形周溝墓、川除・藤ノ木遺跡４１では、後期末の円形
周溝墓が検出されている。
　また調査地の東約 １ ㎞標高３２７ｍの鏑射山山頂付近（鏑射山遺跡・鏑射山城跡 ２）から、
１９５３年頃山道改修中に粘板岩製銅剣型石剣が発見されている。また塩田遺跡の竪穴建物内から
は、鉄剣形磨製石剣が出土している。
　中期後葉には、この周辺での遺跡数がさらに増加する。「魏志倭人伝」７）中「倭国乱」の記
述に対応するならば、西日本を中心に争乱があり、いわゆる高地性集落が出現し遺跡数が増加
する現象と捉えられる。１９７０年頃から始まる北神ニュータウン及び北摂ニュータウンの大規模
開発「神戸三田国際公園都市」に伴なう発掘調査によって、丘陵上の遺跡の実態が解明された。
図 ２にはないが、有鼻遺跡８）では、竪穴建物６０棟、掘建柱建物 ９棟、奈カリ与遺跡９）では、
竪穴建物３０棟と大規模な集落が営まれる。この時期からやや遅れて北神ＮＴ№ ４地点遺跡２２が
営まれる。丘陵上で竪穴建物 ３棟が検出されている。また実態は不明であるが鏑射山遺跡・鏑
射山城跡も高地性集落の可能性が指摘されている。
　他に弥生時代後期から古墳時代前期にかけての遺跡として、宅原遺跡、桑原遺跡、三輪餅田
遺跡、対中遺跡、川除・藤ノ木遺跡などがあげられる。宅原遺跡では、その後広範囲の遺跡内
を移動しながら、集落は存続していく。
　同様の時期の墓址として、土器棺 ３基、木棺墓 １基が検出された北神ＮＴ№４５地点遺跡や ５
基からなる定塚遺跡・定塚古墳群２６、天皇山古墳群２７があげられる。ともに墳丘墓として捉え
ることができ、出土した土器から弥生時代最終末期の時期が考えられる。
　前期古墳として塩田北山東古墳３１があげられる。２００７年の調査までこの地域では、前期古墳
の存在は知られていなかった。全長３５ｍの前方後円墳で、粘土槨の埋葬施設 ４基が検出され、
第 １埋葬施設から三角縁仏獣鏡、管玉、ガラス小玉、第 ２埋葬施設から碧玉製紡錘車形石製品、
鉄剣などが出土している。 ４世紀前半頃の古墳と考えられる。
　川除・藤ノ木遺跡の後期末の円形周溝墓や定塚古墳群、北神ＮＴ№４５地点遺跡などから、当
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第 ２ 図　周辺主要遺跡分布図　Ｓ： １ ／25,000
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１３．中遺跡　１４．小坂遺跡　１５．二郎宮前遺跡　１６．二郎遺跡
１７．オキダ古墳群　１８．二郎古墳群　１９．日下部北遺跡
２０．日下部遺跡　２１．北神ＮＴ№ ９・№１３・№２０地点遺跡
２２．北神ＮＴ№ ４地点遺跡　２３．松原城跡
２４．北神ＮＴ№ ２・№ ３地点遺跡　２５．宅原遺跡
２６．定塚遺跡・定塚古墳群　２７．天皇山古墳群
２８．八景中学南古墳群　２９．川北古墳群　３０．川北遺跡
３１．八幡神社古墳群・塩田北山東古墳　３２．下田中古墳群
３３．桑原遺跡　３４．三輪餅田遺跡　３５．三輪宮ノ越遺跡
３６．対中遺跡　３７．屋敷町遺跡・金心寺跡　３８．西山遺跡群
３９．古城遺跡・三田城跡　４０．天神遺跡　４１．川除・藤ノ木遺跡
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地域この時期における、階層分化の進行を見ることができる。そして地域ごとに首長が誕生し
てゆき、権威、権力をより集約していく時期にあたるのではないかと思われる。
　続く時期の古墳としては、北神ＮＴ№ ９地点 １号墳があげられる。１４ｍ×１１ｍの長方形墳で、
埋葬主体は割竹形木棺である。 ４世紀前半頃の古墳と考えられる。しかしながら現状で当地域
には、 ５世紀代の前方後円墳が存在しない。
　 ６世紀代の古墳として、北神ＮＴ№１３地点がある。直径１５ｍの円墳と推定され、埋葬主体は
川原石を組んだ小型の竪穴式石室である。構造から竪穴系横口石室とも考えられている。供献
土器として須恵器坏蓋・身、壷が出土している。
　また近年大手前大学によって調査された、南所古墳群南所 ３号墳 ６がある。直径１８ｍの円墳
で、埋葬主体は、左片袖式横穴式石室で、出土遺物と石室構造から ６世紀前半とされる。また
墳丘東裾には、同時期につくられた箱式石棺が １基検出されている。
　北神ＮＴ№ ３地点２４は、全長３６ｍの前方後円墳で、埋葬主体は左片袖式横穴式石室で、須恵
器の他に馬具、鉄鏃、ガラス小玉などが出土している。奥壁には、「○」の線刻がある。 ６世
紀中頃の築造と考えられる。
　北神ＮＴ№ ９地点 ２号墳は、直径１５ｍの円墳に復元される。東・中央・西の ３基の箱式木棺
を埋葬主体とする。特殊な遺物として東棺からは、皮袋形提瓶が出土している。 ６世紀中頃の
古墳と考えられる。
　北神ＮＴ№ ２地点は、直径１７ｍの円墳で、埋葬主体は両袖式横穴式石室である。 ６世紀後半
の時期が考えられる。石室入口北側で、ほぼ同時期の小箱式石棺が １基検出されている。今述
べた北神ＮＴ№ ２・№ ３地点遺跡は、神戸電鉄道場河原駅のすぐ北側で、保存、整備され、公
園として公開されている。
　他に八景丘陵の東北部北斜面に下田中（上山）古墳群３２がある。前方後円墳 １基、円墳３１
基、低墳丘方墳３６基総計６８基からなる、 ５世紀末から ６世紀初頭の時期に営まれた古墳群であ
る。
　当地域は前期、中期の古墳分布が希薄であるが、後期から終末期にかけてのいわゆる群集墳
等は数多く分布し、これまで多くの研究がなされてきた１０）。しかしながら発掘調査が実施され
た例は少なく、その実態は不明な点も多い。主なものとして唐崎城跡・尼崎学園古墳群、中野
古墳群 ３、ショブ谷遺跡 ５、南所古墳群、稲荷神社裏古墳群 ８、小坂遺跡、二郎古墳群１８、天
皇山古墳群、八景中学南古墳群２８、川北古墳群２９などがあげられる。
　前項でのべた尼崎学園古墳群 ４号墳の埋葬主体は、石棚付両袖式横穴石室である。類例とし
て有棚横穴石室は、兵庫県下で１０基ほど知られている。周辺では武庫川上流域に東仲古墳、加
茂古墳群３２号墳がある。また宮脇古墳群第１２号墳では、左側壁に棚というより突起状石材が ２
箇所組み込まれている石室が知られている１１）。
　これらにやや遅れて築造される古墳として、オキダ古墳群１７、青石古墳 ９、北神ＮＴ№２１・
２２地点遺跡（第 ２図記載無）１２）、籠谷古墳１２、№２０地点遺跡などがあげられる。
　オキダ古墳群は、 ５基からなる古墳群である。調査された ２号墳は、墳丘は削平され、残存
した石室床面から埋葬主体を無袖式横穴式石室とする古墳であることが判明した。出土遺物か
ら ６世紀末から ７世紀初頭頃の時期が考えられる。青石古墳は、直径約１２ｍの円墳に復元され
る古墳で、無袖式横穴式石室をもち、 ６世紀末から ７世紀初頭頃の築造と考えられる。
　北神ＮＴ№２０地点遺跡は、径１０ｍほどで墳形は不明である。埋葬主体を無袖式横穴式石室と
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第 ３ 図　調査地位置図及び周辺古墳分布図　 １ ／2,500
１ 　尼崎学園古墳群 １～ ６号墳　 ２ 　南所古墳群 １～ ３号墳
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する古墳である。出土遺物から ７世紀前半頃と考えられる。籠谷古墳は、直径約 ８ｍの円墳で、
墳丘谷側に列石をもつ。 無袖式横穴式石室で ７世紀前半頃の築造と考えられる。
　水系など大まかな地域ごとの集落遺跡と古墳群のまとまりを捉えていくと、次の奈良時代の
「郷１３）」や「郡」さらに下った時期の荘園などに結びついていくまとまりとして捉えていくこ
とができる。
　奈良時代の遺跡では、屋敷町遺跡・金心寺跡３７があげられる。土壇状遺構や瓦当の出土があ
り、有馬郡での唯一の古代寺院と考えられる。他に北神ＮＴ№ ４地点遺跡では、奈良時代前半
の蔵骨器が検出されている。また宅原遺跡２４では、木製面や「評」、「五十戸□」の墨書土器が
出土しており、周辺に官衙末端組織にあたるであろう遺構の存在が考えられる。他に日下部北
遺跡１９、桑原遺跡、対中遺跡、川除・藤ノ木遺跡などで奈良時代の遺構が検出されている。掘
立柱建物、文字史料、寺院址など律令制と仏教による国家形成の胎動が垣間見える。
　平安時代から鎌倉時代にかけての、集落遺跡は数多く知られている。平田遺跡１０は、奈良時
代から平安時代にかけての遺構が確認されている。これに続く時代の遺跡として北約 １㎞には
塩田遺跡、西約 １㎞には二郎宮前遺跡１５が存在する。ともに居館址と考えられる掘立柱建物が
検出されている。他に同様の時期の居館址として考えられる遺跡は、宅原遺跡や対中遺跡があ
げられる。荘園（塩田荘、宅原荘、八多荘）１４）ごとの荘館址として捉えることができるようで
ある。
　また居館址を検出する遺跡の周辺には、同時期の集落遺跡として生野遺跡 ４、下二郎遺跡
１１、中遺跡１３、二郎遺跡１６、日下部北遺跡、日下部遺跡２０、川北遺跡３０などあげられる。また
西山遺跡群３８は、三田市旧市街地の丘陵上に存在する中世集落祉で、集落の構造を知る上で重
要な資料を提示している。
　城址遺跡として唐崎城跡・尼崎学園古墳群、鏑射山遺跡・鏑射山城跡、ショブ谷遺跡（六郷
城）、小坂遺跡（小坂砦跡）、松原城跡２３、屋敷町遺跡・金心寺跡、古城遺跡・三田城跡、天神
遺跡などが知られている。城の構造や造営時期などほとんど未解明である。
　文献１５）では、南北朝期に「貴志荘の貴志義氏が、１３３８（建武五・暦応元）年北朝方として
湊川、鏑射要害、瓦林、兵庫、唐崎城など転戦した」とある。当調査地の唐崎城をはじめ、周
辺の地名と城址が数多く記録されている。
　塩田遺跡の南東尾根上では、室町時代の火葬墓１６）がある。また北神ＮＴ№ ４地点遺跡の南
側には、北神ＮＴ№４７地点遺跡１７）室町時代の火葬墓約８０基検出されている。
　近世の遺跡として、三田城、三田陣屋、武家屋敷などの遺構が検出される屋敷町遺跡・金心
寺跡、古城遺跡・三田城跡がある。また道場河原は、四方からの交通路の要衝であるが、元禄
期には幕府から宿場駅として指定を受け繁栄したことが、「絵図」１８）からも明らかである。三
輪宮ノ越遺跡の北側には、三輪明神窯跡群がある。江戸時代後期から昭和にかけて操業された
磁器窯である。また北神ＮＴ№ ５・№ ６地点遺跡は、近世の石材採掘址が発掘調査されている。
他に北神ＮＴ№ ９地点では、近世末頃の一字一石経塚 １～ ５号が検出されている。
　以上各時代の遺跡を羅列して述べてきた。旧石器時代から近現代に至るまで、様々な遺跡が
あり、古墳群や城址も自然とともに数多くあり、歴史豊かな地域である。
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〔注〕

１ ）神戸市「神戸地方古墳地名表－旧武庫・菟原・八部・有馬・美濃・明石の各部－」経済局観光課神戸地方古墳調査保存準備

の會１９５６　

２ ）有馬郡誌編纂管理者・山脇延吉「有馬郡誌」１９２９

３ ）「埋蔵文化財発掘調査の手びき」文化庁文化財保護部１９６６

４ ）「神戸市埋蔵文化財遺跡分布地図及び地名表」垂水区・兵庫区第 １集神戸市教育委員会１９７３

５ ）〔参考〕Web版尼崎地域史事典『apedia』２００６

６ ）高木芳史「畿内地方の石包丁の生産と流通」国家形成期の考古学－大阪大学考古学研究室１０周年記念論集－１９９９・岸本一宏「い

わゆる「塩田石」製の石包丁製作について」市史研究「さんだ」第１２号考古論考特集三田市２０１０

７ ）「新訂魏志倭人伝・後漢書倭伝・宋書倭国伝・隋倭国伝」石原道博編訳岩波書店１９８５

８ ）「三田市北摂ニュータウン内遺跡調査報告書」Ⅳ兵庫県文化財調査報告第１８５冊兵庫県教育委員会１９９７

９ ）井守徳男他「北摂ニュータウン内遺跡調査報告書」Ⅱ兵庫県文化財調査報告第１６冊兵庫県教育委員会１９８３

１０）太田陸郎「摂北特殊構造古墳二例」考古学雑誌第２２巻第 ８号１９３２・櫃本誠一「兵庫県下における前方後円墳」兵庫県埋蔵文

化財調査集報第 ２集１９７４・栗山伸司「北摂における古代勢力の性格－有馬郡内の動向を中心として－」古代研究６１９７５・井守徳男「畿

内周縁部における古墳の展開と終末－兵庫県三田盆地における群集墳と終末期古墳の関連を例として－」歴史における政治と民

衆１９８６・櫃本誠一「摂津・播磨の終末期古墳」兵庫県の歴史第２５号兵庫県史編集専門委員会編１９８９・西岡巧次「摂津有馬郡にお

ける後期古墳の展開」長岡京古文化論叢Ⅱ１９９２など様々な研究成果がある

１１）「斉頼塚古墳」マキノ遺跡群調査団マキノ町教育委員会１９９８・花園大学考古学研究室「古墳測量調査集成Ⅰ」花大考研報告１３　

１９９８・「三田市史」第八巻通史考古編２０１０

１２）谷正俊・松林宏典・関野豊・阿部功「北神ＮＴ内第２１・２２地点遺跡」平成 ５年度神戸市埋蔵文化財年報神戸市教育委員会１９９６

１３）「和名類聚抄」攝津国有馬郡「春木・幡多・羽束・大神・忍壁」・「神戸市史」歴史編Ⅱ古代・中世２０１0

１４）「兵庫県の中世城館・荘園遺跡」兵庫県教育委員会１９８２

１５）「貴志義氏軍忠状案」余田文書「兵庫県史史料編中世Ⅰ」兵庫県１９８３

１６）「塩田遺跡」昭和５６年度神戸市埋蔵文化財年報神戸市教育委員会１９８３

１７）丸山潔・黒田恭正「北神ＮＴ内第４７地点遺跡」昭和５８年度神戸市埋蔵文化財年報神戸市教育委員会１９８６

１８）「文化七年道場河原村絵図」神戸市博物館蔵　神戸市史歴史編Ⅲ近世１９９２
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１．神戸市教育委員会「北区の古墳（一）」神戸市史紀要神戸の歴史第１４号１９８６
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３ ．神戸市教育委員会「北区の古墳（一）」神戸市史紀要神戸の歴史第１４号１９８６

４ ．口野「生野遺跡」昭和５６年度神戸市埋蔵文化財年報神戸市教育委員会１９８３
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１８．宮本編「神戸の古墳」神戸市教育委員会２０００他

１９．富山直人・斉木巌「日下部北遺跡」平成 ３年度神戸市埋蔵文化財年報神戸市教育委員会１９９４・菅本宏明「日下部北遺跡第 ３次」

平成 ５年度神戸市埋蔵文化財年報神戸市教育委員会１９９６

２０．「日下部遺跡発掘調査報告書」兵庫県文化財調査報告第２１５冊兵庫県教育委員会２００１

２１． 丸山・前田佳久「北神ＮＴ内遺跡」昭和６０年度神戸市埋蔵文化財年報神戸市教育委員会１９８８・宮本郁雄「北神ニュータウン

内の古墳」神戸市史紀要神戸の歴史第１２号１９８５

２２．丸山・山本「北神ＮＴ内遺跡」昭和５９年度神戸市埋蔵文化財年報神戸市教育委員会１９８７

２３．「兵庫県の中世城館・荘園遺跡」兵庫県教育委員会１９８２・川上厚志「松原城址」平成 ３年度神戸市埋蔵文化財年報神戸市教育

委員会１９９４

２４．菅本・安田・藤井太郎「北神ＮＴ内№ ２地点古墳・№ ３地点古墳」平成 ３年度神戸市埋蔵文化財年報神戸市教育委員会１９９４

２５．丹治康明・西岡誠司「宅原遺跡（岡下地区）」黒田・前田「宅原遺跡（岡下地区）」昭和６０年度神戸市埋蔵文化財年報神戸市

教育委員会１９８８・丸山・千種浩・山本・須藤宏「宅原遺跡（有井地区）」・宮本・池野素子「宅原遺跡（内垣地区）」昭和６１年度神

戸市埋蔵文化財年報神戸市教育委員会１９８９・安田・谷・山口英正「宅原遺跡」昭和６２年度神戸市埋蔵文化財年報神戸市教育委員

会１９９０・安田・佐伯二郎・橋詰「宅原遺跡」昭和６３年度神戸市埋蔵文化財年報神戸市教育委員会１９９４

２６．西岡巧「定塚 １号墳」昭和６２年度神戸市埋蔵文化財年報神戸市教育委員会１９９０

２７．新修神戸市史編集委員会「新修神戸市史」第三章第三節歴史編Ⅰ自然・考古神戸市１９８９・他

２８．宮本編「神戸の古墳」神戸市教育委員会２０００・他

２９．宮本編「神戸の古墳」神戸市教育委員会２０００・他

３０．須藤「川北遺跡」昭和６２年度神戸市埋蔵文化財年報神戸市教育委員会１９９０

３１．中村大介編「塩田北山東古墳」発掘調査報告書神戸市教育委員会２００８

３２．「三田市史」第八巻通史考古編２０１０　兵庫県教育委員会では「下田中古墳群」・三田市教育委員会では「上山古墳群」

３３．「三田市史」第八巻通史考古編２０１０

３４．「三田市史」第八巻通史考古編２０１０

３５．「三田市史」第八巻通史考古編２０１０

３６．「対中」兵庫県文化財調査報告第６０冊兵庫県教育委員会１９８８

３７．「三田市史」第八巻通史考古編２０１０

３８．「三田市史」第八巻通史考古編２０１０

３９．「三田城跡発掘調査報告書」兵庫県文化財調査報告第１９４冊兵庫県教育委員会２０００・「三田市史」第八巻通史考古編２０１０

４０．「三田市史」第八巻通史考古編２０１０

４１．「川除・藤ノ木遺跡」兵庫県文化財調査報告第１０４冊兵庫県教育委員会１９９２
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３ ．調査経過
　平成２４（２０１２）年度に入り、尼崎市より尼崎学園施設整備の事業計画が神戸市に提出された。
神戸市は、計画に基づき ８月と１０月に試掘調査を実施した。調査の結果、埋蔵文化財が存在す
ることが判明した。さらに敷地内古墳の保存を含めた事業の実施計画が策定された。
　現地調査着手までの事前協議により、建物基礎などによって遺構が損壊を受ける範囲につい
て、尼崎市と神戸市双方で確認した。こ
れに基づき現地にて隅出し作業を行な
い、調査に着手した。
　２０１３年 ２ 月頃、設計の見直し等に
より調査区を拡張（４１㎡）する必要
が生じた。また合わせてSB
０６・SB１０の規模、全容を把
握するため、調査区を部分的
に拡張（５２㎡）することを尼
崎市に申し入れ、双方確認の
上、計９３㎡を追加調査するこ
ととなった。
　平成２５年度は、設計変更に
より前年度調査区の南と北に
拡張する形で約２８㎡の発掘調
査を実施した。調査面積は、
総計１６８６㎡となった。

　平成２４年度予定調査地区
　平成２４年度拡張調査地区
　平成２５年度調査地区

第 ４ 図　調査区域経過図

挿図 １ 　発掘調査説明資料表紙

20m0
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４ ．調査日誌抄
１ ．調査に至る経過
２０１２，０９，１０　　文化財保護法に基づく届出
２０１２，０８，３０，３１・１０，０２，０３　試掘調査
　　　　　　　発掘調査のための事前協議
２０１２，１２，０４　　現地発掘調査着手

２ ．調査経過（平成２４年度）
２０１２，１２，０５　　重機掘削作業開始

２０１２，１２，１３　　 １区SK０１検出　古墳時代遺構

２０１３，０１，２９　 ６ 区北西SK０２検出
　　　　　　　　　　 弥生時代遺構確認
２０１３，０２，０５　 ４ 区南ST０１・ST０２検出作業
２０１３，０２，０７　 ３ 区北SB０１～０３検出作業
２０１３，０２，１３　ST０１・ST０２内堆積土
　　　　　　　　　　　　  土壌水洗作業
２０１３，０２，２１　　西部一部拡張作業
２０１３，０２，２８　　中央中ノ島部分拡張作業

２０１３，０２，２６　　調査説明会開催　参加者４４名

２０１３，０３，０６　　
　　航空写真
　　撮影実施

２０１３，０３，０７　　給排水管設置箇所拡張作業
２０１３，０３，２２　　現地調査完了

３ ．調査経過（平成２５年度）
２０１３，０５，０１～０８　北・南拡張区調査
２０１３，０５，０８　道場小学校 ６年生歴史授業３０名

４ ．遺物整理
２０１３，０４，０１　遺物整理開始　埋蔵文化財センターにて

挿図写真 １ 　重機掘削作業風景

挿図写真 ２ 　調査作業風景

挿図写真 ３ 　 ３ 区北SB０１～０３検出作業風景

挿図写真 ４ 　調査説明会風景

挿図写真 ５ 　ラジコンヘリによる航空写真撮影

挿図写真 ６ 　道場小学校現地見学会風景

挿図写真 ７ 　遺物整理作業風景
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第 ２章　調査の成果
１．調査方法
　発掘調査は、試掘調査の結果に従い表土を重機で掘削し、それ以下を人力によって調査を行
なった。残土は運搬用トラックにて調査区西側の残土仮置場に運搬した。また必要に応じてベ
ルトコンベアを使用して調査作業の効率化をはかった。
　調査は、遺構毎に １ /２０平面及び断面実測を行ない、必要に応じて １ /１０等平面及び断面実
測図を作成した。調査区に基準点測量を行ない、またラジコンヘリコプターによる航空写真
撮影を実施した。さらに調査区とその南に現存する古墳群との関係を示す合成図（第 ８図）
も作成した。
　調査地区は、北端の連絡通路を １区、 ２区とし、計画建物を巡り時計回りに区割りを行なっ
た。地区毎に遺物の取り上げを行なった。遺物出土量は、２８ℓコンテナに１８箱であった。
２．基本層序と地形
　基本層序は、単純化して述べると上層から現代盛土、旧表土、茶褐色泥砂（遺物包含層）、
黄褐色砂泥（遺構面、地山）となる。茶褐色泥砂層から土師器、須恵器などが出土した。また
茶褐色系の堆積土の遺構は、概ね古墳時代に属する。
　第 ３図を見ると、南から北にのびる尾根の西側斜面に、南所古墳群がある。南所 ３号墳石室
床面の標高は１６４ｍである。現在の県道３２７号線あたりが鞍部となり、現尼崎学園建物へ向かっ
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てやや高くなり（標高１５９ｍ）、有馬川へ一気に約１５ｍ下がる。この鞍部南東斜面の高まりに尼
崎学園古墳群があり、古墳群すぐ北側の標高１５７ｍ前後の平坦面が今回の調査地である。
　南北方向に、 １・２区から ６・４区を経て ４号墳、県道までの断面図（第 ７図）を作成した。
古墳が位置する箇所はやや高く、今回の調査区は平坦で、北に向かって緩やかに上がっていく
ことがわかる。
３．調査の概要
　検出された遺構は、弥生時代、古墳時代、中世の ３時期にわけられる。弥生時代の竪穴建物
１棟、土坑、ピットなど、古墳時代の掘立柱建物 ５棟、竪穴建物 ６棟、箱式石棺 ２基、土坑、
溝状遺構、ピットなどと中世の落ち込み状遺構などである。
４．弥生時代の遺構
１）SB０５
　 ５ 区南で検出された直径５．２ｍ、深さ０．１ｍの円形の竪穴建物である。周壁溝は検出されなか
った。平面図を反転させると、 ７本柱の竪穴建物であることが推定できる。柱間距離は１．６～
２．１ｍとなる。支柱穴は、径０．２ｍ、深さ０．３ｍほどの規模である。
　中央土坑は、長径０．７ｍ、短径０．４ｍ、深さ０．２ｍの規模で、土坑やその周辺については特に
焼けている状況ではなかった。
　中央土坑からサヌカイト片が出土した。支柱穴からは特に遺物は出土しなかった。建物北辺
から底部から体部かけての弥生土器小型壷が出土した。
２）SK０２
　弥生時代の遺構として、竪穴建物SB０５以外に ６区北西で検出されたSK０２があげられる。東
西１．６ｍ、南北１．１ｍ、深さ０．４ｍの集石遺構である。石は最大で直径０．４ｍ程で、これ以下の大
きさの石が堆積していた。石材は花崗岩がそのほとんどを占め、その他砂岩やチャートなどを
含む。検出時の平面形は、ほぼ長方形に観察されたが、完掘後は東西１．６ｍ、南北１．１ｍの楕円
形の掘形となった。断面観察から遺構下層では、石はまばらである。反対に遺構上面では、石
を比較的密に敷きならべている様子が見られる。遺物はほとんど遺構上面の石の間からの出土
であった。
　遺物として弥生時代中期の壷型土器口頸部、底部が出土した。またSK０２の南西約 １ｍのと
ころで、サヌカイト剥片が出土している。
　石を方形に敷き並べた状況から墓とも思われるが、残念ながら現状で遺構の性格を述べる材
料はない。

第 ７ 図　調査区及び古墳断面合成図
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３ ）その他弥生時代の土坑
　SK２２は、 ４区南東で検出された土坑である。東西０．９ｍ、南北０．６ｍ、深さ０．２５ｍの楕円形
の土坑で、サヌカイト剥片と少量の弥生土器が出土した。切り合い関係と出土遺物から弥生時
代の遺構と考えられる。
　SK０９は、４区南西で検出された、東西１．２ｍ、南北０．８ｍ、深さ０．１５ｍの楕円形の土坑である。
土坑の南辺が赤く焼け、焼土と炭化物と少量の弥生土器が検出された。
　SK０８は、 ４区南西で検出された土坑である。東西０．８ｍ、南北０．７ｍ、深さ０．２ｍの規模であ
る。南半は撹乱によって失われている。遺構底面には、径０．３ｍの花崗岩が出土した。堆積土は、
紫赤褐色泥砂でサヌカイト片が出土した。
　SK２０は、 ５区南で検出された、東西０．４ｍ、南北０．９ｍ、深さ０．２ｍの楕円形の土坑である。
出土遺物はなかったが、SK０８やSK２２と同様古墳時代遺構の堆積土と異なる紫赤褐色泥砂で弥
生時代の遺構と判断した。
　その他弥生時代と考えられる遺構として、古墳時代の遺構とは明らかに異なる堆積土が紫赤
褐色泥砂のピットが１０箇所ほど検出された。
５．古墳時代の遺構
１）SB０１・SB０２・SB０３
　SB０１、SB０２、SB０３は、SB０２がSB０１とSB０３とを切り、SB０１とSB０３の切り合い関係は不明
である。 ３棟とも方形の竪穴建物である。 ３棟の竪穴建物の深さは０．１ｍほどであり、また撹
乱や竪穴建物を切る遺構などによって竪穴建物の残存状況は良くない。
　中央土坑は、設けられていないようである。SB０３の南東隅部のみ周壁溝が検出され、その
他では周壁溝は検出されなかった。 ３棟とも床面に柱穴が検出された。 ４本柱で構成される建
物と考えられる。具体的には柱穴の組み合わせは明確ではない。
　SB０２の北東隅で、直径１．６ｍ、深さ０．５ｍの土坑SB０２-SK １ と東西０．５ｍ以上、南北１．１ｍ、
深さ０．３ｍの土坑-SK ２ が検出された。SK １ は深く大きな土坑で、断面には土の塊が堆積して
いる様子が観察され、一気に埋まったようである。遺構の西肩と底面から土師器甑が出土して
いる。SK ２ からは、土師器の小型甕が出土した。いずれも遺構の性格は不明である。他に竪
穴建物内から土師器、須恵器の他に石包丁片が出土している。
　 ３棟の竪穴建物の北側には、SD０４が検出されている。切り合い関係から、SB０１とSB０３を建
て区画するための段状遺構として掘削され、最後にSB０２がSD０４、SB０１、SB０３を切って建て
られた。さらに北側のSD０２もSD０４と平行して走る溝状遺構で、 ３棟の竪穴建物の区画溝と考
えられる。調査区の地形は、北東部に高く、南西に向かって下がっていく。SD０２は、 ３区北
から ６区北東にかけて、東西約１５ｍにわたって検出された幅０．４～１．１ｍ、深さ０．１ｍの溝状遺
構である。
　SD０２と ２ 区SD０１の出土須恵器坏身が接合する。これによりSD０１、SD０２がほぼ同時期の遺
構であり、遺構周辺を区画や整地を行う目的の溝状遺構と考えられる。
　SD０３、SD０８は、ともに竪穴建物に切られて検出されるため、いわゆる排水溝ではない。
　SB０８は、SD０２をまたぐように検出された掘立柱建物である。他の掘立柱建物の柱間距離と
比較すると柱間距離が長く、古墳時代の建物と性格が異なるようである。また南辺のピットを
拾って梁行 ２間として復元すると、SD０２を切ることとなり古墳時代より新しい遺構となるよ
うである。ただし各柱穴からの出土遺物が微量で、時期を示し難い状況である。
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第 ８ 図　調査区及び古墳群合成平面図
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２ ）SB０４
　 ５ 区南で検出された東西５．９ｍ、南北７．２ｍ、深さ０．１ｍの長方形の竪穴建物である。周壁溝
と中央土坑は検出されなかった。建物西辺で径１．３ｍほどの焼土が検出された。付近の床面は
特に焼けている状態ではなかった。また焼土から特に出土遺物はなかった。建物床面でピット
は ９箇所検出された。P １ 、P ２ 、P ３ 、P ７ の ４ 箇所が柱穴である。径０．５ｍ、深さ０．３ｍの規
模である。東西柱間距離は２．９ｍ、南北東西柱間距離は３．２ｍである。東辺床面で須恵器坏身が
出土した。
３）SB０６
　SB０６は、５区中央で検出された長径６．４ｍ、短径６．２ｍ、深さ０．３ｍの円形の竪穴建物である。
周壁溝と中央土坑とは ６箇所の柱穴とピット １箇所が検出された。柱の並びはやや歪であるが、
６本柱の建物である。柱穴はP ２ を除き、径０．３ｍ、深さ０．３～０．５ｍである。P １ 、P ３ 、P ４ 、
P ５ の断面は、僅かに中央へ向かって傾いている。P ６ は、撹乱により大半が損なわれているが、
かろうじて柱穴と判断できた。柱間距離は１．３～２．４ｍでまばらである。
　中央土坑の堆積土は、炭化物を少量含む。周壁溝からは、炭化物や僅かであるが焼土も検出
された。遺構内からは、少量の土師器、須恵器が出土した。
４）SB０７
　SB０７は、５区北で検出された東西４．８ｍ、南北５．４ｍ、深さ０．１ｍの長方形の竪穴建物である。
周壁溝と中央土坑は検出されなかった。床面からは ６箇所のピットが、検出された。P ３ 、P ４ 、
P ５ 、P ６ の ４ 本柱の建物である。柱穴は、径０．４ｍ、深さ０．２ｍの浅いものであった。東西柱
間距離は２．８～３．０ｍ、南北東西柱間距離は３．８ｍと長い。建物内からは、少量の土師器、須恵
器が出土したが、実測できるような遺物はなかった。
　SB０７の西辺を切ってSK１７が、検出された。径０．９ｍ、深さ０．１ｍの楕円形の土坑である。土
師器小型甕の底部が出土した。
５） SB０９
　 ６ 区北西で検出された、２間× ４間の東西棟、側柱の掘立柱建物である。柱穴は、概ね径０．５ｍ、
深さ０．４ｍほどの規模である。一部には柱痕も観察された。P６８の須恵器壷口縁とP７０の土師器
高坏を実測図に示した。
６） SB１０
　SB１０は、 ５区中央で検出された、 ３間× ４間の側柱の掘立柱建物である。柱穴は、概ね径
０．４ｍ、深さ０．３ｍほどの規模である。西辺柱列には、柱痕が観察された。図示できるような遺
物は出土しなかった。
　柱の配置から判断すれば東西棟であるが、平面的には南北棟と考えるべき建物である。四方
にこの柱穴列以上の可能性はないようである。すぐ北側のSK１８とその周辺のピット等の関係
を検討すべきものであろうか。
７） SB１１
　SB１１は、 ６区北西で検出された、 ２間以上× ３間の東西棟、側柱の掘立柱建物であろう。
北半は、調査区外となる。柱穴は、SB０９と似た概ね径０．５ｍ、深さ０．４ｍほどの規模である。
少量の土師器、須恵器が出土したが、図示できるものはなかった。
８） SB１２
　SB１２は、 ５区北で検出された ２間× ４間の東西棟、側柱の掘立柱建物である。SB０７をSB１２

－16－



第
９

図
　

調
査

区
平

面
図

X=
－
12
46
40

X=
－
12
46
20

X=
－
12
46
00

Y=83540

Y=83520

Y=83500

S
K
01

S
D
01

S
X
05

S
X
01

S
X
03

S
X
02

S
K
22

S
K
08

S
B
10

S
K
18S
B
09

S
T0
1

S
T0
2

S
D
02

S
B
08

S
B
12

S
B
07

S
B
06 S
K
20

S
B
04

S
K
09

S
B
05

20
m

0

S
K
10

S
K
19

S
K
02
S
B
11

S
B
01

S
B
02

S
B
03

－17－



の柱穴がきっている。ただし東辺の柱穴は、木の株によって調査できなった。また図示できる
ような遺物は出土しなかった。
　検出された建物の主だった内容は、一覧表に示した（28頁表 1）。
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第10図　SB０５平面及び断面図
１ 　濁黄褐色泥砂　 ２　濁黄褐色砂泥　 ３　濁黄褐色砂泥（P 1 、炭混、砂質）　 ４　淡赤褐色混暦砂泥
５　P 2 ～P 4 　淡赤褐色粘質泥砂
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９ ）SK０１
　古墳時代の遺構として １区で、須恵器甕を土坑にすえた遺構SK０１が検出された。今回の調
査地の最高所、標高１５９ｍに位置する遺構である。北半と上面は後世に削りとられている。残
存している遺構の規模は、東西０．８ｍ、南北０．９ｍ以上、深さ０．２ｍである。甕内から須恵器坏
蓋と鉄製刀子片が １点出土している。須恵器甕には穿孔があり、古墳墓前祭祀に関わるような
遺構であろうか。
　 １区SK０１の検出によって、さらに北側に遺構のひろがりがあることが判明した。現状建物
や通路などの下には、遺跡が存在すると考えられる。
　 １区から ２区にかけては、遺構が希薄な箇所があり、 ２区南半では、溝状遺構、土坑、ピッ
トが検出された。ピットはSB０９、SB１１の軸線と平行する柱列は存在するが、建物にはまとま
らなかった。
１０）SK１８
　SK１８は、SB１０の北辺で検出された、東西１．７ｍ、南北０．７ｍ、深さ０．５～１．１ｍの不整形な土
坑である。一部は撹乱によって損なわれている。上層は炭化物を多く含む堆積土であった。遺
構底の東側は、径０．５ｍほどでさらに０．６ｍ深くなる。この深くなった部分から須恵器坏蓋、身
や最下層には須恵器壷口縁部が出土した。他に土師器、須恵器が出土した。
　またSK１８の東と西に近接して径０．４ｍ、深さ０．０５ｍの底面が赤く焼けた皿状のピット（P
１３８・P２０３）が ２箇所検出された。火を用いる祭祀などが行なわれた痕跡であろうか。SK１８と
関連あるものか、さらにSB１０とSK１８とを含めて関連を検討すべきものであろうか。
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第12図　SB０１・SB０２・SB０３・SB０８平面及び断面図
１ 　淡赤褐色砂泥（炭混）　 ２　濁淡褐色泥砂（SD02）　 ３　濁褐色泥砂（SB01-SK03）　 ４　濁褐色泥砂（SB01-P12）　 ５　赤褐色砂泥
６　黄褐色砂泥　 ７　黄褐色+茶褐色+黄白色砂泥（ブロック状、炭混）　 ８　 ７と同様（SB02-P 8 ）　 ９　茶褐色砂泥（P03）
10　 ７ と同様（SB02-P10）　11　淡茶褐色砂泥　12　茶褐色砂泥（SD04）　13　淡茶褐色泥砂（SB02周壁溝）　14　濁淡赤褐色砂泥（P18）
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１１）その他古墳時代の土坑
　SK１０は、 ５区北で検出された直径１．１ｍ、深さ０．１ｍの不整形な土坑である。少量の土師器、
須恵器片が出土した。この須恵器片とSB０１の短頸壷が接合した。
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第13図　SB０４平面及び断面図
１ 　濁黄色砂泥　 ２　赤褐色泥砂（焼土、炭混）　 ３　赤褐色泥砂　 ４　黄褐色泥砂　 ５　黄褐色混礫砂泥　 ６　濁黄褐色+灰色泥砂
７　灰色泥砂　 ８　濁淡赤褐色泥砂（焼土、炭混）　 ９　 ８より暗い　10　濁茶褐色泥砂　11　10より灰色　12　淡赤褐色泥砂（炭混）
13　濁淡赤褐色泥砂（炭混）　14　濁黄褐色泥砂　15　14より暗い　16　14より明るい
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第14図　SB０６平面及び断面図
１ 　撹乱孔　 ２　短茶褐色泥砂　 ３　茶褐色泥砂　 ４　 ３より小礫多く含む　 ５　濁黄褐色泥砂　 ６　茶褐色混暦砂泥
７　暗茶褐色混暦砂泥　 ８　 ７より砂質　 ９　暗黄褐色泥砂　10　 ３ より黄色　11　黄褐色混礫泥砂　12　P 1 ～P 5 　淡褐色泥砂　
ａ炭混　ｂ明　ｃ暗　ｄ砂質　ｅ焼土混
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　SK１９は、 ５区北辺で検出された土坑で、設計変更により北側に一部拡張して調査を行なっ
た結果、東西１．０ｍ、南北３．２ｍ、深さ０．２ｍの南北に長い土坑であることが判明した。土師器、
須恵器片が出土した。合わせてこの北拡張区では、他にピット ９箇所が検出された。しかしな
がら新たに建物などとしてまとまる結果とはならなかった。

第15図　SB０７平面及び断面図
１ 　黄白色泥砂　 ２　茶褐色泥砂（炭混、SK17）　 ３　茶褐色泥砂（ブロック状）　 ４　黄褐色泥砂　 ５　P 3 ～P 6 　濁黄褐色泥砂　
ａ炭混　ｂ明　ｃ暗
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１２）SX０２
　 ３ 区南の南端部では、須恵器甕片が集中して出土する箇所があった。遺構検出につとめたが、
浅い凹みに遺物が集中していたという状況である。 ３号墳墳丘裾から ３ｍほどの距離であり、
墓前祭祀が行われた痕跡かとも考えられた。須恵器甕は、接合すると全体の約 １／ ２ほどが復
元された。調査区南側に、須恵器破片と遺構のひろがりがもう少しあるのであろうか。現状に
おいて、これ以上の推論はできない。
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第16図　SB０９平面及び断面図
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第17図　SB１０平面及び断面図
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１３）SX０５
　SX０５は、 ６区北西で検出された東西約 ８ｍ、南北約 ２ｍ、深さ０．２ｍほどの不定形な遺構で
ある。北側が深く南に浅い遺構である。SX０５は、緩傾斜の地山面の地形を整形する目的の遺
構と考えられる。堆積土とともに径０．３ｍ前後の礫も多く堆積していた。遺構底面には、 ５箇
所のピットが検出された。またSX０５の南東部からは、幅０．５ｍ、深さ０．１ｍの溝状遺構SD０６と
して調査した。ともに古墳時代の土師器、須恵器が出土している。SB０９との切り合い関係は
不明である。
　SX０５の南側の空間は、SD０６を合わせて一辺 ６ｍほどの方形の区画となり、調査作業の中で
竪穴建物となる可能性も考え調査を行ったが、竪穴建物には結びつかなかった。
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第18図　SB１１平面及び断面図

－26－



１４）ST０１
　 ４ 区南東と南西で箱式石棺を検出した。 ２基とも表土直下で検出され、遺構上面は削りとら
れていた。ST０１は、 ４区南東で検出された東西１．７ｍ、内法１．４ｍ、南北１．１ｍ、内法０．６ｍ、
深さ約０．３ｍの箱式石棺である。掘形規模は、東西２．５ｍ、南北１．８ｍ、深さ約０．３ｍである。掘
形の東側一部は、撹乱坑と小土坑（SK１４・SK１５）によって損なわれていた。
　東辺小口は、長軸０．４ｍほどの石材 ２個で構成する。西辺は、長軸０．４ｍほどの石材 １個のみ
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第19図　SB１２平面及び断面図
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が残存しており、東辺と同様と考えられる。南辺は、東隅と西隅と考えられる石材が ２個残存
している。北辺は ３個の石材から構成され、東端の石材のみ花崗岩で、残りの石材すべてが周
辺に産する凝灰質砂岩である。主軸は、N４３°Wで西へ傾く。
　棺内には、落ち込んだと思われる石材が ４個検出された。棺内東部には、菱形の扁平な石の
上に土師器埦を ２個並べたように検出された。枕として配置されたと理解できる。中央には底
面から０．１ｍほど浮いた状態で土師器埦 １個が検出された。埋葬後に棺上に置かれたものでは
ないかと考えられる。また南辺西隅部で須恵器小型提瓶が検出された。土師器埦 ２個が頭位で
あれば、提瓶は足下に置かれたものと考えられる。提瓶の把手部分は矮小化しており、円形の
粘土を貼り付けただけのものである。
　類例として棺外の副葬であるが、西山 ６号墳埋葬施設 ４出土の提瓶があげられる。また時期
はやや溯るが同 ７号墳埋葬施設 ３では、ひとつの埋葬施設から提瓶が ５個体出土するという例
もある１）。

第20図　SK０１平面及び断面図
１ 　淡黄褐色泥砂（炭混）　 ２　黄褐色砂泥　 ３　黄白色混礫砂泥
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　ST０１の掘形内と棺内の土壌すべてを水洗し、玉類などの有無を確認する作業を行なったが、
特に遺物は検出されなかった。ST０２も同様に関連する部分の土壌を水洗したが、特に遺物は
検出されなかった。
１５）ST０２
　ST０２は、 ４区南西で検出された棺底に石敷のある箱式石棺である。検出された石敷は東西
１．８ｍ、南北０．５ｍで、北辺の ３石ほどが棺の立ち上がりを示すものと考えられる。北東の一部
は、小土坑（SK１１・SK１２）によって損なわれていた。
　残された石材の痕跡などから東西 ２ｍ、南北０．４ｍ以上の箱式石棺と推定される。主軸は、
N５４°Wで西へ傾く。 ２基とも ５号墳墳丘裾から１０ｍ足らずの距離であり、古墳との関係性、
時期差、位置関係など検討すべき課題が多くある。
６．中世の遺構
１）SK０７
　SK０７は、SB０３を切る東西１．０ｍ、南北０．８ｍ、深さ０．１ｍの歪な土坑である。堆積土には焼
土を多く含むが、遺構面は焼けていない。南辺には幅０．２ｍ、長さ０．２５ｍ、厚さ０．０５ｍの板状
の凝灰質砂岩が立てられた状態で検出された。墓標石と考えられる。堆積土と墓標石から中世
頃の火葬墓と思われる。時期を示す出土遺物はなく、少量の土師器が出土した。
２）SX０１
　SX０１は、 ３区南で検出された東西５．８ｍ、南北６．６ｍ、深さ０．２ｍの不整形な浅い落ち込み状
遺構である。規模から当初竪穴住居にも思われたが、床面、柱穴などはなく、堆積状況からも
落ち込み状遺構であると判断した。弥生土器、古墳時代須恵器、中世後期の土師器堝が出土し
ている。
　SX０３は、SX０１の南西で検出された東西１．６ｍ、南北３．２ｍ、深さ０．２ｍ不整形な浅い落ち込

第21図　SX０２遺物出土状況平面図
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第22図　ST０１平面・断面及び見透図
１ 　濁明茶色泥砂（棺内）　 ２　淡褐色泥砂（掘形）　 ３　黄褐色砂泥（地山）
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み状遺構である。SX０１と同様に、南東に向かって下がる遺構面上の堆積であろうと思われる。
少量の土師器、須恵器片が出土した。部分的にSX０１の堆積土が重なっていることから、SX０１
より古い堆積である。
１）高島信之、潮崎誠「北摂ニュータウン内遺跡調査報告書Ⅰ」三田市文化財調査報告書第 ２冊三田市教育委員会１９８３
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第23図　ST０２平面・断面及び見透図
１ 　濁褐色+褐灰色泥砂（敷石下）　 ２　暗黄褐色砂泥（地山）
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７ ．出土遺物
１） 包含層出土遺物
　第２４図 １ ～３５は、包含層出土遺物である。 １ ～２３・２８・３３・３４は、須恵器、 １ ～ ６は坏蓋、
７～１６は坏身、１７・１８は坏、１９は長頸壷口縁、２０は鉢、２１は短頸壷、２２・２３は高坏、２８は甕口
縁、３３は坏、３４は長頸壷である。２４～２７は、土師器、２４は高坏、２５は甑片、２６・２７は甕口縁で
ある。２９・３０は弥生土器、３１・３２は金属製品、３５は砥石である。
　遺構を覆う包含層となる堆積層は、 ６区、 ３区北、中央には見られるが、反対に ４区、 ５区

第24図　包含層出土遺物実測図
１ ～２３・２８・３３・３４須恵器　 １～ ６坏蓋　 ７～１６坏身　１７・１８坏　１９長頸壷口縁　２０鉢・２１短頸壷　２２・２３高坏　２８甕口縁
３３坏　３４長頸壷　２４～２７土師器　２４高坏　２５甑　２６・２７甕　２９・３０弥生土器　３１・３２金属製品　３５砥石
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にはあまり存在しなかった。調査区北東側からの遺物がほとんどである。
　図示した包含層出土須恵器は、時期差、型式差がみられ、TK２０９からTK２１７の型式１）を中
心とした ６世紀後半から ７世紀前半にかけての時期が考えられる。
　１６は、口径１６．４cm・高さ４．８cmのやや大型の須恵器坏である。内面底部には同心円文タタ
キが残る。
　１７は、口径１５．０cm・最大径１６．６cm・高さ７．１cm以上のやや大型の須恵器坏である。体部下
半に沈線が １条めぐる。内面には工具痕跡か、ヘラ記号か不明の ２条のヘラ刻み線がある。幅
（ ２ cm）や形状がSK１８の９７須恵器坏身のものとよく似ている。

第25図　建物出土遺物実測図
３６～４２　SB０１　３６～４１　須恵器　４２　金属製品　４３　SB０３須恵器　４４・４５　SB０４　４４　須恵器　４５　金属製品　４６～５５　SB０２
４６～５１　須恵器　５２～５４　土師器　５５　石包丁　５６　SB０５弥生土器　５７～５９　SB０６須恵器　６０・６１　SB０９　６０　須恵器　６１　土師器
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　遺物整理作業の中で、須恵器に刻まれたヘラ記号のあるものについては注意をはらった２）。
図示できたものは ４点である。特に特徴のあるものは見出せなかった。１７と９７は「縦二」本の

第26図　土坑出土遺物実測図
６２～６７　SK０２弥生土器　　６８　SK０９弥生土器　６９　SK１９須恵器　７０　SK１７土師器　71～73　SK01　７１・７２　須恵器　７３　金属製品
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ヘラ記号、４０は「横一」、３３は「鳥足」もしくは「矢印」とでも呼称するものであった。
　２０は、須恵器鉢もしくは脚付坏で、 ２条の沈線の間に、ヘラ状の工具でおさえたような列点
文様がある。２１は、須恵器短頸壷で、体部最大径辺りに ２条の沈線を施す。２２は長脚、２３は短
脚の高坏である。２５は、土師器甑の把手で、小振りでミニチュアとも考えられる。
　２９・３０は、弥生土器底部である。
　３１は鉄製刀子片であろう。SB０１、SB０２周辺を検出時に出土したものである。３２は、用途不
明鉄製品である。
　３４は、長頸壷である。SB０１、SB０２を検出時に出土したものである。遺構内出土遺物とは接
合しなかった。
　３５は砥石で、SB０７検出時に出土したものである。白色の砂岩である。
２）建物出土遺物
　３６・３７は、須恵器坏蓋で、３６の天井部はまるい。３８は、須恵器坏身でSB０１床面からの出土
品である。４０は須恵器小壷蓋である。天井部に、「横一」のヘラ記号がある。４１の須恵器短頸
壷は、前項でも述べたがSK１０出土破片と接合する。
　４２は鉄製品である。用途は不明である。
　４３は、SB０３で出土した遺物の中で図化できた須恵器長頸壷である。
　４４は、須恵器坏身でSB０４東辺中央床面から出土した。４５は、鉄釘である。
　４６～４８は坏蓋である。４９は須恵器高坏蓋で、天井部にはカキ目を施す。５０は、須恵器坏身で
SB０２床面から出土した。５２は、SB０２-P１３から出土した土師器甕である。５３は、SB０２-SK ２ 、
５４は、SB０２-SK １ から出土した。５３は、小型の土師器壷である。口縁端部、底部は欠損している。
内外面の調整は不明で、粘土紐接合痕が観察される。５４は、甑である。５３と同様に内外面の調
整は不明であった。
　５５は、石包丁片で、穿孔された部分はない。いわゆる塩田石製である。
　５６は、SB０５出土の弥生土器小型壷体部である。内面には底部にはユビナデ、部分的に縦方
向ハケがのこる。外面の調整は不明であった。遺物の時期については、言及できるものが少な
く後期頃としておく。
　５７～５９は、SB０６、６０・６１はSB０９出土遺物である。少量の遺物であるが他の竪穴建物と大差
ない時期が考えられる。
　前項でも述べたが、SB０２が、SB０１、SB０３を切る。また３８と５０の床面出土遺物を比較しても
新旧の時期差はあらわれている。また３８・４４・５８については、大きな時期差は見出しがたい。
従って竪穴建物のおおよその時期は、 ６世紀後半から ７世紀初頭にかけての時期と考えられる。
３）土坑出土遺物
　６２～６７はSK０２から出土した弥生土器である。６２は、口縁端部には、縦方向の刻みを施し、
２個対の円形浮文が ４箇所以上貼り付けられている。頸部には突帯が ４条以上貼り付けられて
いる。この口縁部の部分的な特徴だけで速断はできないが、近似例として奈カリ与遺跡や田能
遺跡があるようである３）。
　６４～６６は壷口縁で、SK０２から器種として甕の出土はないようである。
　６８は、SK０９から出土した弥生土器底部である。６９は、SK１９から出土した須恵器坏蓋である。
　７０はSK１７から出土した土師器小型甕底部である。外面は縦ハケ、内面にはわずかにハケ調
整が残存する。
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第27図　土坑・溝状遺構等出土遺物実測図
７４～７７　SX０１　７４　土師質堝　７５・７７　須恵器　７６　弥生土器　７８　SX０２須恵器
７９～８４　SX０５須恵器　　８５～８８　ST０１　８５～８７　土師器　８８　須恵器
８９～９２　SD０２須恵器　９３～９９　SK１８須恵器
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　７１は、SK０１から出土した口径２８．４cm、最大径４７．０cm、復元高５０．４cmの中型須恵器甕である。
外面はタタキ後、カキ目調整、内面は同心円文タタキである。焼成はやや悪い個体である。接
合復元すると最大径より少し高い位置に、外部からの穿孔がある事が判明した。甕内からは７２
須恵器坏蓋と７３鉄製刀子が出土した。
　SK０１は、７１の口縁端部などから、TK４３型式、 ６世紀後半頃と考えられる。
４）土坑、箱式石棺等出土遺物
　SX０１からは、弥生土器７６、古墳時代須恵器７５、７７と７４の土師質堝などが出土している。74は、
中世の時期の遺物として図示できた唯一の遺物である。体部外面はタタキ、内面はナデ調整で
ある。口縁部内外面ともにナデ調整で、端部は外側へややひろがる。１３世紀頃であろう４）。
　７８はSX０２から出土した、口径１６．６cm、最大径２５．４cm、高さ２８．６cmの小型須恵器甕である。
接合復元すると底部に外面からの穿孔があった。外面はタタキ後、カキ目調整、内面は同心円
文タタキである。底部は、磨耗しておりよく使用されたものと思われる。平方 １号窯出土土器
（ ３）１６８と形態、法量、調整技法など酷似している個体である５）。
　７９は、坏蓋、８１は坏身、８０は、脚付長頚壷蓋であろう。８２は器種不明である。器壁は薄く、
内面はナデ、外面上部はケズリ、 １条の突帯があり、下半はナデ調整である。８３は、須恵器壷
蓋として図化した。 ２条の沈線をもち天井部はケズリ、内面はナデ調整である。
　８４は、須恵器スリ鉢である。胎土、焼成は良好である。この器種に関して「従来、口縁部と
していた方を下にする」と従来底面にある刺突孔、線刻を使用して擂面として使用するという、
最近の研究成果がある６）。
　SX05からは、比較的多くの遺物が出土したが、須恵器坏の底部もしくは天井部なども多く
図化できたものはわずかであった。
　８５～８６は、ST０１から出土した土師器埦である。 ３個体とも内外面の残存状況は悪く、外面
調整は不明、内面はナデ調整と思われる。口径は、１２cmでほぼ同じ、高さは、１０～１２cmである。
　８５は南側、８６は北側に伏せて、配置された枕と考えられる。８７は、棺上供献土器である。８８
は、口径５．８cm、最大径８．６cm、高さ１２．１cmの小型提瓶である。欠損のない遺物である。把
手部分は矮小化し、退化して円形浮文のような粘土小円板を貼り付けている。表面にはカキ目
を施し裏面は、ケズリの後ナデ調整である。口頚部も内外面ともナデ調整である。口縁部には
１条の沈線が施される。焼成は良好で、一部自然釉で黒く光沢がある。被葬者の愛用品であっ
たのであろうか。ST０２からの出土遺物はなかった。
　８８から導き出される時期は、尼崎学園古墳群 ４号墳よりもかなり新しい時期に属する７）。少
なくとも ７世紀半ば頃と考えられる。
　８９～９２は、SD０２から出土した須恵器坏蓋、坏身である。　
　９１は前項でも述べたが、SD０１出土破片と接合する。須恵器坏身などから ６世紀後半から末
の時期が考えられる。
　９３～９９は、SK１８から出土した須恵器である。須恵器坏蓋などから同じく ６世紀後半から末
の時期が考えられる。

〔注〕

１ ）田辺昭三「陶邑古窯址群Ⅰ」平安学園考古学クラブ１９６６・同「須恵器大成」平凡社１９８１

２ ）高島信之、潮崎誠「北摂ニュータウン内遺跡調査報告書Ⅰ」三田市文化財調査報告書第 ２冊三田市教育委員会１９８３

３ ）井守徳男編「北摂ニュータウン内遺跡調査報告書Ⅱ」兵庫県文化財調査報告書第１６冊兵庫県教育委員会１９８３・福井英治編「田
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能遺跡発掘調査報告書」尼崎市文化財調査報告書第１５集尼崎市教育委員会１９８２

４ ）岡田章一他編「兵庫津遺跡Ⅱ」兵庫県文化財調査報告書第２７０冊兵庫県教育委員会２００４

５ ）「三田市北摂ＮＴ内遺跡調査報告書Ⅲ」兵庫県文化財調査報告書第１２５冊兵庫県教育委員会１９９３ P１４０

６ ）小田和利「須恵器擂鉢について」九州歴史資料館研究論集３８ ２０１３

７ ）奥田智子「三田盆地の横穴石室」「南所 ３号墳」大手前大学史学研究所オープン・リサーチ・センター２００９

第 ３ 章　まとめ
　今回の調査で、弥生時代、古墳時代、中世の三時代の遺構、遺物が検出された。
　調査対象地は、丘陵突端部が鞍部のようになった地形で、現況は雑木林に囲まれた学園のグ
ラウンドであった。比較的風の影響が少なく、かつて弥生時代や古墳時代の集落が営まれた地
点としては適地であったと考えられる。
　まず弥生時代の遺構として、竪穴建物SB０５と土坑SK０２があげられる。ともに出土遺物は、
少量で残存状況も良くないが、SB０５は弥生時代後期、SK０２は弥生時代中期後半と考えられる。
　出土遺物の項でも述べたが、SK０２の６２壷などから奈カリ与遺跡や田能遺跡出土例と近似す
るようである。奈カリ与遺跡は、北摂地域の影響を大きく受けた大規模集落遺跡である１）。当
遺跡も同様の影響下にあったことは否定できないと考えられる。
　次に古墳時代について述べると、今回の調査でのほとんどの遺構、遺物は古墳時代後期に属
するものであった。竪穴建物 ６棟、掘立柱建物 ５棟、箱式石棺 ２基、土坑、溝状遺構、落ち込
み状遺構などが検出された。
　SB０６は、古墳時代の円形の竪穴建物である。現状で周辺での類例は、見当たらない状態で
ある。今後検証してゆきたい。
　出土遺物から建物の時期は、 ６世紀後半から ７世紀初頭にかけてと考えられる。また箱式石
棺ST０１の遺物から、 ７世紀半ば頃が考えられる。
　最近の研究成果２）によると尼崎学園古墳群の造営時期と今回の古墳時代集落の存続時期と
は微妙に異なるようである。尼崎学園古墳群がやや古く、当調査集落や箱式石棺はやや新しい
時期に属する。周辺に存在する古墳群と比較しても南所古墳群はさらに古く、また中野古墳群
については、実態は不明な部分が多い。乱暴であるがならべてみると、南所古墳群 ３号墳⇒中
野古墳群駅北 １号墳・ ４号墳・尼崎学園古墳群 ４号墳・稲荷神社裏山 １号墳⇒尼崎学園古墳群
集落⇒尼崎学園古墳群ST０１となる。
　第 １章 ２項でも述べたが、弥生時代中期以降に遺跡数は、飛躍的に増加し地域ごとのまとま
りが形成されていく。川除・藤ノ木遺跡の弥生時代後期末の円形周溝墓や定塚古墳群、北神Ｎ
Ｔ№４５地点遺跡などから、当地域この時期における、階層分化の進行を見ることができる。地
域ごとには首長が誕生してゆき、権威、権力をより集約していく時期にあたるのではないかと
思われる。
　こうした動きのなかで、 ４世紀前半頃に前方後円墳で、三角縁仏獣鏡を持つ塩田北山東古墳
が出現する。畿内中央と直接結びつくような勢力の進出があったのであろう。しかしながら続
く ５世紀代には、現状で当地域には前方後円墳が存在しない。
　櫃本は、兵庫県下の前方後円墳を検討するなかで、「但馬、丹波地域は辺境的色合が強い」
と分析している。栗山は、有馬郡の後期古墳の分布状況を分析し、「後期古墳の分布にはめざ
ましいものがあり」この時期に諸勢力の進出があり、開発が進むと考察した。井守は、「日本
海への重要な交通路として」この地域に、諸勢力の進出があったと考察した３）。
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　それぞれが ４・ ５世紀の後進的な状況を捉え、その後の後期から終末期古墳の濃密な分布状
況を捉えた考察である。
　さらに古墳時代後期での山田、川口の研究４）によると武庫川水系の左岸と右岸には、古墳
の埋葬主体の分布に差異が認められるとするものである。武庫川左岸には、横穴石室を主体と
する古墳群、武庫川右岸には、木棺直葬もしくは木棺直葬と横穴石室を主体とする古墳群５）

が分布する。さらに横穴石室を主体とする古墳群は畿内中央からの進出勢力であり、伝統的な
木棺直葬墳は、地元勢力の発現とみる分析である。
　 ３点目として、中世の遺構はSK０７、SX０１などであった。時期がわかる遺物が出土した遺構は、
SX０１であり、土師器堝７４から１３世紀頃と考えられる。残念ながら、この土師器堝と「貴志義
氏軍忠状案（１３３８年）」とは時代が異なるようである。
　当初予測された中世の時期に属する遺構、遺物、特に唐崎城跡に関連するものが、現状では
ほとんど無いと言ってよい状況である。今回の調査対象地には関連する箇所が含まれていなか
ったのであろうか。
　地形図から尼崎学園敷地の北側、東側には土塁状に読み取れる箇所がある。現地での地表観
察からも土塁状に見える部分もある。後世の開削や尼崎学園の造成などによる地形の改変を受
けたとはいえ、少なくとも弥生時代や古墳時代の遺構が存在する。またSX０５やSD０２は、古墳
時代の地山整形遺構と考えられる。このことからも中世頃の遺構が検出されないことは不可解
である。往々にして、顕著な遺構が残らないことや一過性の遺跡であった可能性もある。今後
検討を加えたい。
　上記のように今回の調査から、弥生時代中期後半での集落のあり方、前期古墳の出現、後期
古墳群の分布状況のあり方が垣間見えた。さらに唐崎城跡の存在は、室町幕府の成立、南北朝
統一の時期であり、中央と関わるこの周辺域を巻き込んだ争乱の証拠である。
　このように各時期における、畿内からの諸勢力の進出と地元勢力との緊張と緩和が当地域の
歴史を造りあげてきたのではないかと考えられる。
　最後に調査によって様々な成果があったが、これと同時に様々な課題も浮かびあがった。今
後の検討課題としたい。

〔注〕

１ ）井守徳男他「北摂ニュータウン内遺跡調査報告書」Ⅱ兵庫県文化財調査報告第１６冊兵庫県教育委員会１９８３・寺沢薫・森岡秀

人「弥生土器の様式と編年」近畿編Ⅰ１９８９・近畿編Ⅱ１９９０・岸本一宏「三田の弥生時代」「三田市史」第八巻通史考古編２０１０　奈

カリ与遺跡では、塩田石製の石包丁が出土しない、対して古城遺跡・三田城跡、天神遺跡、川除・藤ノ木遺跡などでは塩田石製

の石包丁が出土する遺跡である。

２）奥田智子「三田盆地の横穴石室」「南所 ３号墳」大手前大学史学研究所オープン・リサーチ・センター２００９

３ ）櫃本誠一「兵庫県下における前方後円墳」兵庫県埋蔵文化財調査集報第 ２集１９７４・栗山伸司「北摂における古代勢力の性格

－有馬郡内の動向を中心として－」古代研究６１９７５・井守徳男「畿内周縁部における古墳の展開と終末－兵庫県三田盆地における

群集墳と終末期古墳の関連を例として－」歴史における政治と民衆１９８６

４ ）山田清朝「北摂地域の後・終末期古墳」「籠谷古墳・宅原遺跡」兵庫県文化財調査報告第７１冊兵庫県教育委員会１９９０・川口修

実「三田の古墳時代」「三田市史」第八巻通史考古編２０１０

５ ）尼崎学園古墳群 １～ ６号墳の内 ２・ ６号墳は木棺直葬墳の可能性が高い。神戸市教育委員会「北区の古墳（一）」神戸市史紀

要神戸の歴史第１４号１９８６
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５ ．調査区全景　西から
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 所収遺跡名 種　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

唐崎城跡・
尼崎学園古墳群

集落跡
弥生時代
古墳時代

竪穴住居、掘立柱建物、
土坑、ピット、箱式石棺、
落ち込み状遺構

弥生土器・
土師器・
須恵器・
鉄製品・
砥石

要約

当調査では、弥生時代中期と古墳時代後期と中世の三時期の遺構が確認された。弥生時代中期では竪穴建
物 １棟、集石土坑、土坑などが検出された。古墳時代後期の遺構では、竪穴建物 ６棟、掘立柱建物 ５棟、
箱式石棺 ２基、土坑、ピットなどが検出された。弥生時代中期や古墳時代後期の集落の様子を窺うことの
できる資料が得られた。中世については、唐崎城跡に直接結びつく遺構・遺物は検出されなかった。
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